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Fig. 1 Feフタロシアニン. 
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1．背景と研究目的+ 

燃料電池自動車（FCV）の大量普及のために、固体高分子形燃料電池（PEFC）のカソード触媒

の非白金化が強く求められている。これまでに、ポリイミドの微粒子を前駆体とした Fe/N/C系非白金

カソード触媒が開発され、グラフェン中に組み込まれた FeN4 ユニットが高活性・高耐久性を有する

ことが示唆された 1。しかし熱処理では FeN4 ユニットを高密度に導入することは困難である。そ

こで FeN4をビルドアップ的に高密度に作製することを目的とし十四員環 Fe 錯体が合成された 2。今

回は、従来から非白金触媒として研究に用いられてきた十六員環 Fe錯体である Feフタロシアニン(FePc, 

Fig. 1)をカーボンに担持させた触媒(FePc/C)について、XAFS 分光法

によって Feの価および局所構造を評価した結果を報告する。 

 

2．実験内容 

FePc/C は、既報を参考に、濃硫酸を溶媒とした含浸法によって調

製した 3。FePc/Cの Fe K edge XAFSスペクトルは透過法で得た。 

 

3．結果および考察 

Fig. 1に FePc/Cの Fe K-edge XANESスペクトルを示す。

含浸前の FePcと比較して含浸担持によって吸収端が高エネ

ルギー側にシフトすることが分かった。以前に報告した(課

題番号 202002021)、標準試料の吸収端エネルギーと Feの形

式価数の関係を用いて FePc/C の価数を見積もった。その結

果、FePc/C の価数は 3価であった。含浸前の FePcは 2価で

あるため、含浸担持中に Fe 種が酸化されることが分かった。 

FePc/Cのフーリエ変換後のEXAFSスペクトルを解析した。

カーブフィッティングにより構造解析した結果、Fe-Nが 4

つ配位しているモデルでよくフィットしたため、含浸担持後

も Feまわりの局所構造は維持されていることが確認できた。 
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Fig. 2  FePc/C と FePc の Fe K-edge 

XANESスペクトル. 


